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鎌倉，杉本寺のかやぶき屋根上の蘇苔・地衣類
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はじめに nani仏ヒロハツヤゴケ〔Entodon challengeri）が見ら

天台宗， 杉本寺は，724年 （天平6）僧行基の創建 れる。

といわれ，鎌倉では最古の寺である。 本堂の裏山には，ケヤキ，スギ，ヤマクノレシ，ハゼ

筆者は，杉本寺本堂（県重要文化財指定〉のかやぶ アオキなどが混生している。湿った凝灰岩には，ジャ

き屋根の全而ふき替えが行われるに際し，修復中の屋 ゴケ （Co即日戸halum conicum），ケゼニゴケ （Dumortiera

根に登り，蘇苔 ・地衣類の種類組成と，生育環境の分 hirsuta），庭木の株元付近では，ゼニゴケ （Marchantia

析を行った。ふき替えは， 1980年1月から1980年8月 ρolymorpha），ユガミチヨクチンゴケ （Trachyモystisim-

の聞に行われ， 1月20日に調査を行った。草屋根の着 marginata），アオギヌゴケ （Brachytheciumpopuleum), 

生群落の現状の一端を知ることができたので報告す キャラハゴケ （Taxψhyllumtaxirameum），キャラボク

る。 ゴケ （Fissidenstaxifoli叫s）などが生育している。

この度， 調査の機会を与えて Fさった杉本寺 静川

主主全住職ならびに，地衣類ノ、ナゴケ府，(Cladonia s戸ー〕

の同定をいただいた国立科学博物館植物研究部，柏谷

博之博士に謝意を表します。

杉本寺境内の植生概況

寺入口付近の乾いた凝灰岩上では，ムラサキカタパ

ミ，ノリレジオン，ヒメジャゴケ （Conocephalum suかa-

decompositu明〕，ナガヒ ツジゴケ（Brachythecium bucha-

杉本寺のかやぶき屋根

近年，神奈川県内のかや場は少なくなり，また防災

上の理由などから草屋根は，瓦， トタン板，銅板ぶき

などにかわり，農山村においても著しく減少してい

る。鎌倉市もその例にもれず，かやぶき屋根は，数え

るほどになった。今回の修復工事は，寺当局と信者の

「この寺の屋根を現形のまま残そう」という運動が実

を結び，県，市，寺三者の負担により，かやぶき屋根

図1 調査地の概略図

×：調査地点
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図2 本堂かやぶき屋根の改修現場。
屋根材にはススキとアズマネザサが使わ

れている。 (1980. 1. 20) 

が，保存されることになったものである。

杉本寺は，鎌倉市二階堂に位置し，鎌倉から金沢八

景へ通じる金沢街道沿いにある（図1）。本堂は境内の

最も奥に位置し，屋根の北斜面倒は山林に隣接してい

る。

本堂の屋板の形は，寄せむね造りで，軒の長さは

10.6叫立方体の建築物である。屋根の傾斜角度は約40

度。屋根材には，ススキとアズマネザサが使われてい

る。

住職の話によれば，本堂の屋根ふき替え作業は，

関東大地震（1923年〉直後と，1954年に屋根の損傷部

分の補強を行なったが，今回はじめて屋根の全面ふき

替えと同時に，ハリの取り替え作業を行なったという

（図2）。
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かやぶき屋根の蘇苔・地衣類

今回， 工事等の関係で，時間的制約をうけフロラ的

調査にと どまった。調査時期が冬期のため， 実際には

維管束植物はもっと多く着生しているものと考えられ

る。屋根の方位別の 蘇苔 ・地衣類相は次の通りであ

る。

北斜面

屋根の北斜面を他の斜面と比較すると，受光量，温

度ともに低く， 特に下部は塵挨が積もり湿潤になり

カヤの腐朽が進んでいる。優占種は簿類のハイゴケ

（め•Pnum plumaeforme）で，直径2～37llに達する大

群落を形成する。ハイゴケ群落の構成種は，蘇類スナ

ゴケ（Rhacomitrium canescens），ハナゴケ属地衣類のヒ

メレンゲコ守ケ （Cladoniapiりrea），マキパハナゴケ（C.

戸olycaψoides）と維管束植物のスズメノカタビラ，アメ

リカセンダングサ，コモチマンネングサ，ヒナタイノ

コズチ，ミゾイチゴツナギが見られる。地之類は蘇苔

類群落中に3種の Cladonia属が混生している。

東斜面

斜面下部は やや 湿潤で， 群落の構成種は め•pnum

plumaef orme にスズメノ カタビラ，アメリ カセンダン

グサ，コモチマンネングサ，Rhacomitrium canescens, 

Cladonia j高である（図3）。

斜面上部は受光量が多く，かやは常に乾燥し，地衣

類の Cladonea pityrea, C. polycarpoides, C. cl即 ulifera

からなる群落で，その中に少量の Rhacomitriumcanes-

ce町を含む。蘇類は R.canescensのみで，この種の耐

乾性は，葉の形態的な特性によるもので，葉先の透明

尖が，強い日射から植物体を保護するものと考えられ

る。

図3 東斜而下部のノ、イゴケ
（尺y戸numplumaモforme）群

落。構成種はスズメノカ

タビラ，コモチ7 ンネン

グサ，スナゴケ（Rhacom-

itrium canescens）など。

(1980 .1. 20) 



南斜面

南斜面は終日 日射を受け，他の面に比べて乾燥が著

しい。斜面下部は Cladonia属からなる単一の群落で広

範囲に分布する。 直径1C1/t以下の塊にCladonia戸iりrea,

C. po/year戸oides,C. clavulifera地衣類3種が密に混生し

ている。これらの Cladonia属は本来低地の花闘岩地帯

の赤松林など，日当たりのよい地上に群落をつくる耐

乾性に富む穏で、ある。

南と東斜面上部に着生している Cladoniacfavulifera 

について，生塩（1976）は岩国から広島にかけての数

カ所の屋被瓦南斜面で，同種の着生を確認している。

吉村（1974）によると， C.cla四 liferaは日本では，

本州一四国の低地に分布する稀産種で，北米東部と隔

離分布していると記しているが，地衣体が小形で、見す

ごされやすいため，報告例が少ないものと考えられ

る。斜面上部は最も乾燥し全く無植生である（図4）。

西斜面

西斜面は調査時，すでに工事が進捗しており，屋根

上の調査はできなかったが，屋根の裾の部分からの観

察では，東斜面の群落に近似している。

宮脇（1956）は，横浜市保土ケ谷区の民家のかやぶ

き屋根を調査し， CladoniaI震h 地衣類2種， 蘇類6種，

維管束植物11種を報告しているが，保土ヶ谷と杉本寺

の屋根上の共通種は， め仰Wl戸lumaeformeとCladonia

piりreaの2種だけである。

筆者（1976）は，西丹沢，位附の草屋根を調査し，

Hypnumρlumaejorme，ワマスギゴケ （Polytrichumcom-

mune）などを記録したが，杉本寺本堂と同種のめ仰um

plumaモforme が大群落を形成していた。着生環境は多

湿で北斜而のカヤの一部分は腐朽のために下へ落ちこ

豆14 南斜面のかやぶき屋根 （1980.8.6)

んでいた。

Hypnum plumaeformeは本来，山地の日当たりのよい

やや湿った地上，岩上，腐木上などに生育する穏であ

るが，杉本寺本堂と世附では，北 ・東斜面で，カヤ上

をびっしりはうように表面を被覆する。カヤを損傷さ

せる要因として，高革苔類， 地衣類，非維管束植物の着

生と菌類，微生物などの作用が考えられるが，数カ所

の調査だけでは結論を下し難い。

また杉本寺本堂の東斜面上部で Rhacomitriumcanes-

censを確認したが，R.can町censは本来， 開けた明る

い場所の砂質土上や岩上に大きな群落をつくる蘇類で

あることから，東斜面上部と南斜面は，砂上や岩上に

近似した環境と考えられる。

おわりに

かやぶき屋根上に生育する蘇苔，地衣類の種類組成

と生態観察を行った。これらの人為的環境に生育する

蘇苔，地衣類は，屋根の周辺の地形や傾斜方位により

群落の発達や種類組成が異なる。尾根上の群落は地域

によってかなりの変異があると考えられるので，今後

も都市，農村部と分けて比較しながら県内各地のかや

ぶき屋根の調査を進めて行きたい。
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